
 

 

 

 

 

 

教務主任 矢島 直子 

     どれもいい 
 

先日の 2 年生の道徳科の時間。教科書に載っていたのは、日本、中国、韓国の箸の写真でした。 

「3 つの箸を見て、違うところを見つけてみよう。」 

子どもたちは写真をじっと見ながら、「長さが違う！」「日本の箸は、先が細くなっている。」「韓 

国のは、ちょっと平べったい！」「木でできているのと、金属でできているのとある。」と、いろい 

ろな違いを見つけていきました。そこで、「日本の箸が一番いいのかなぁ？」と聞いてみると、「う 

ーん、そういうことじゃなくて。」「どれもいいっていうこと！」「そう！そう！」という声が返っ 

てきました。 

 

「どれもいい」という言葉が心に響きました。それぞれの国の暮らしや  

文化の中で使われてきた箸には、それぞれの形や特徴があります。違いが  

あることに気づいても、どちらがよいかを決めることではない。そんな子  

どもたちの姿がありました。 

すると、ある子が、アメリカに住んでいたことのある友達に尋ねました。   

「アメリカの箸は、どんな箸なの？」それに対して、「箸は使わないよ。」という答えに、みんなは 

「えーっ！」とびっくり。その後も「アメリカの夏休みは？」「アメリカの学校のそうじの時間は？」 

「宿題は？」など、質問が次々に飛び交い、答えてくれる友達もうれしそうに話していました。授業の 

終わりには、「あ〜いろいろ知れて楽しかった！」「また続きをやりたい！」というつぶやきも聞こえ 

てきました。 

 

学校には、いろいろな子どもたちがいます。好きなことや得意なこと、考え方や感じ方も一人ひとり 

違います。違いに気づき、それを受け止めることは、相手を知り、その子のよさを見つけるきっかけに 

もなることを、子どもたちから改めて教わった気がします。 

  

10 月はいよいよ「しおかぜ運動会」です。大きな行事は、一人ひとりの力を高め、仲間とのつな 

  がりを強くし、子どもたちを大きく成長させます。スローガンの「キラキラ幸せ南っ子」に向かい、 

本番だけでなく、練習や準備の時間を通して、今年も一人ひとりのよさや頑張りが輝き、南っ子同士 

がよりつながっていく運動会になるよう、教職員みんなで子どもたちを支えていきます。 
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